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第15国華議院議員通幕選挙

圃7胃23回
あをたがする　政治です。

（2）

投
票
日
に
、
仕
革
な
ど
「
や
む
を
得

な
い
猿
橋
」
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
人

（
投
票
日
当
日
の
投
票
の
時
間
は
午
前

7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
時
間
帯
に
投
票
所
へ

行
け
な
い
人
）
の
た
め
に
不
在
者
投
票

制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
棚
　
田
　
7
月
5
日
～
7
月
総
日

●
時
　
間
　
午
前
8
時
0
0
分～
午
後
5
時

●
場
　
所
　
遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
2
階
第
3
会
議
室
）

●
持
参
晶
　
印
鑑
、
入
場
整
理
券

「
や
む
を
得
な
い
事
情
」
と
は
、
例
え

ば
次
の
よ
う
な
場
合
で
す
。

e
選
挙
人
が
、
自
分
の
投
票
区
の
区
域

外
で
職
務
に
従
事
中
で
あ
る
場
合

（
出
張
な
ど
）

。
選
挙
人
が
、
や
む
を
得
な
い
用
務
や

事
故
の
た
め
投
票
区
の
区
域
外
に
旅

行
ま
た
は
滞
在
中
の
場
合
（
新
婚
旅

行
な
ど
）

。
病
気
や
出
産
な
ど
で
歩
行
が
著
し
く

困
難
な
場
合

く
わ
し
く
は
、
遠
賀
町
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

宙

（

2

9

3

）

1

2

3

4
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アジア太平洋博覧会に遠賀町が出演〝 
（3）

出
場
書
幕
嚢

遠
賀
川
の
夏
の
風
物
誌
と
な
っ
た
水

上
カ
ー
－
一
パ
ル
「
イ
カ
ダ
穀
争
」
を
開

催
し
ま
す
。

手
づ
く
り
イ
カ
ダ
で
暑
い
夏
を
力
い

っ
ぱ
い
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●
開
催
日
　
8
月
2
0
日
同

。
受
付
　
7
時
0
0
分
～
9
時

。
競
技
　
9
時
5
0
分
～

●
会
　
場
　
遠
賀
川
漕
艇
場

●
出
場
資
格
　
中
学
卒
業
以
上
の
男
女

●
競
技
種
目

・
町
内
各
区
競
争
艇
に
よ
る
対
抗
戦
－

（
各
区
よ
り
一
艇
）

・
オ
ー
プ
ン
戦

●
競
技
方
法

・
競
争
部
門
　
抑
m
コ
ー
ス
・
タ
イ
ム

レ
ー
ス
（
予
戦
、
敗
者
復
活
戦
、
決

勝戦）

・
ラ
イ
デ
ィ
ア
蔀
的
　
脚
筋
の
コ
ー
ス

を
遊
走
し
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を
競
う

●
チ
ー
ム
編
成

・
競
争
蔀
門
　
監
督
1
名
、
選
手
5

名
、
補
欠
2
名
の
計
8
名
を
一
チ

ー
ム
と
す
る

・
ア
イ
デ
ィ
ア
蔀
門
　
3
名
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で
、
必
ず
3
名
以
上
が

乗
艇
す
る
こ
と

●
イ
カ
ダ
の
基
準

・
大
き
さ
　
3
m
X
7
m
以
内

・
材
　
質
　
自
由

・
推
進
の
道
兵
　
力
イ
（
他
は
不
可
）

・
安
全
に
完
走
で
き
る
も
の

・
必
ず
5
m
以
上
の
け
ん
引
ロ
ー
プ
を

つ
け
る

・
禁
止
事
項

推
進
の
た
め
の
水
切
り
や
、
そ
れ
に

類
し
た
装
置
を
つ
け
る
こ
と

ピ
ー
ー
ー
ル
な
ど
で
艇
の
底
を
包
む
こ

風
力
な
ど
カ
イ
以
外
で
推
進
す
る
装

置
お
よ
び
か
じ
を
つ
け
ろ
こ
と

※
ア
イ
デ
ィ
ア
艇
に
つ
い
て
は
、
自
力

で
完
走
で
き
る
も
の
、
必
ず
5
m
以

上
の
け
ん
引
ロ
ー
プ
を
つ
け
る

●
賞
　
金

・
参
加
賞
金

区
対
抗
競
争
部
門
及
び
オ
ー
プ
ン
戦

ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
　
　
　
三
万
円

オ
ー
プ
ン
戦
競
争
部
門二
万
五
千
円

・
入
賞
賞
金

区
対
抗
競
争
誌
門
及
び
オ
ー
プ
ン
戦

競
争
部
門

第
1
位
　
　
　
五
万
円

第
2
位
　
　
　
三
万
円

第
3
位
　
　
　
二
万
円

第
4
・
5
億
一
万
円

オ
ー
プ
ン
戦
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門

第
1
位
　
　
　
五
万
円

第
2
億
　
　
一
二
万
円

第
3
億
　
　
　
二
万
円

第
4
～
1
0
位
一
万
円

●
申
込
方
法

申
込
書
　
（
社
会
教
育
課
窓
口
に
用

意
）
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
提

出
。
区
対
抗
競
争
部
門
の
申
し
込
み

は
区
長
を
経
由
す
る
こ
と
。
ま
た
オ

ー
プ
ン
戦
に
つ
い
て
も
、
区
を
代
表

す
る
も
の
は
区
長
を
経
由
す
る
こ
と

●
申
込
期
間

7
月
1
0
日
㈲
～
7
月
3
1
日
㈲

●
申
込
み
お
よ
び
聞
合
せ
は

遠
賀
町
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

水
上
カ
ー
ニ
バ
ル
運
営
委
員
会

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
、
体

育
振
興
係
）
＄

（
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、
か
れ
あ
、
の
む
b
づ
く
）

見
て
く
だ
さ
い

こ
の
き
れ
い
な
歩
道

こ
の
写
真
の
場
所
は
ど
こ
か
、
み
な
さ
ん

は
お
わ
か
り
に
な
り
ま
す
か
？
そ
う
で
す
、

芙
蓉
区
と
虫
生
津
区
と
を
結
ぶ
歩
道
で
す
。

「
よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
い
て
、
い
つ
通
っ
て

も
気
持
ち
が
い
い
で
す
∃
。
」
と
某
婦
人
、
何

で
も
、
芙
蓉
区
の
あ
る
方
が
、
手
入
れ
さ
れ

て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
で

き
な
い
こ
と
で
す
。
本
当
に
御
苦
労
様
で
す
。
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（6）全国強調月間」です－

▲

伊

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

盆
踊
り
講
習
会

社
会
教
育
課

今
年
も
例
年
の
通
り
、
盆
踊
り
詣
習

会
を
左
記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ま
お
き
そ
い
合
せ
の
う

え
、
御
来
場
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
　
時
　
7
月
鮪
日
的
1
9
時
～
2
1
時

●
場
　
所
　
遠
賀
町
別
府

遠
賀
町
民
体
育
館

●
指
　
導
　
英
流
家
元
、
美
空
峰
先
生

●
曲
　
目
　
o
じ
ょ
ん
が
ら
カ
ル
メ
ン

〇
三
本
〆
音
頭

o
摂
津
音
頭

o
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ

ん
音
頭

●
主
　
催
　
八
描
画
区
黒
埼

井
上
楽
器
店
＄
槻
6
2
5
8

●
間
合
せ
先
　
社
会
教
育
課

衝

（

2

9

3

）

1

2

3

4

怨
歳
か
ら
0
0
歳
ま
で
の
県
内
に
居

住
す
る
入

日
健
康
で
協
調
桂
に
富
む
人

㊧
婦
人
問
題
に
関
す
る
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ろ
人

の
過
去
1
0
年
間
の
う
ち
に
、
国
・
地

方
公
共
団
体
等
の
公
的
経
費
に
よ

っ
て
、
海
外
研
修
事
業
に
参
加
し

た
人
を
除
く

●
締
切
日
　
平
成
元
年
7
月
3
1
日

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
企
画

振
興
部
県
民
生
活
局
婦
人
対
策
課
「
婦

人
の
翼
」
実
行
委
員
会

0

9

2

（

6

4

1

）

4

7

3

7

へ
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

文
化
財
の
展
示
会

が
あ
り
ま
す社会

教
育
課

●
期
間
　
7
月
5
0
目
～
8
月
3
1
日

●
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
展
示
文
化
財

0
町
指
定
文
化
財

臼
古
文
書

●
お
願
い
　
古
文
書
の
出
展
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
係
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

文
化
財
講
演
会

●
き
津
丸
山
古
墳

全
長
材
が
、
前
方
部
脂
1
5
m
、
同
高

さ
購
肋
、
後
円
部
直
径
財
部
、
同
高
さ

3
・
掩
肋
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
墳

形
は
、
前
方
部
が
き
わ
め
て
低
く
、
し

か
も
毅
形
に
ひ
ら
く
と
い
う
。
西
側
斜

面
に
川
原
石
の
葦
石
が
散
見
さ
れ
、
後

円
部
頂
上
は
平
地
部
が
広
い
な
ど
、
い

づ
れ
も
古
式
古
墳
の
特
色
を
そ
な
え
て

い
る
。
遠
賀
川
流
域
で
は
、
5
0
m
を
こ

え
る
前
方
後
円
墳
は
未
見
で
あ
り
、
と

く
に
前
期
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
が
な
い

こ
と
か
ら
も
、
本
古
墳
は
、
重
要
な
学

術
的
価
値
を
有
し
て
い
る
。

遠
賀
町
長
杯
争
奪

七
夕
祭
り
ゴ
ル
フ
大
会

チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
遠
賀

福
岡
県
「
婦
人
の
翼
」
が

団

員

募

集

中

県
企
画
振
興
部

●
研
修
国
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

●
研
修
時
期
　
的
月
1
6
日
～
1
0
月
㌘
日

●
参
加
要
　
約
認
万
円
程
度

●
募
集
人
員
　
幼
名
程
度

●
応
募
資
格

0
平
成
元
年
4
月
1
日
現
在
で
、
満

●
日
時
　
8
月
8
日
的
8
時
ス
タ
ー
ト

●
場
所
　
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
遠
賀

●
競
技
方
法
　
1
8
ホ
ー
ル
、
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー

●
ハ
ン
デ
ィ
計
算

新
・
新
ペ
リ
ア
方
式

●
料
金
　
ビ
ジ
タ
ー
1
1
、
9
0
0
円

（
プ
レ
ー
代
、
昼
食
、
参
加
料
込
）

メ
ン
バ
ー
　
2
、
7
0
0
円

た
だ
し
、
遠
賀
町
在
住
ま
た
は
、
町

内
に
お
勤
め
の
人
は
、
メ
ン
バ
ー
料
金

で
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
・
申
し
込
先

遠
賀
郡
遠
賀
町
忠
生
津

チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
遠
賀

¢

0

9

3

（

2

9

3

）

2

4

1

1

●
日
時
　
7
月
0
0
日
　
午
後
2
時
～

●
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
講
義
室

●
境
師
お
よ
び
瀧
田

遠
賀
町
文
化
財
保
護
費
貝

吉
野
千
年
氏
（
遠
賀
町
の
文
化
財
に

つ
い
て
）

奥
野
正
男
氏
（
吉
野
ヶ
里
遺
跡
に
つ

田
圃
岨

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

宅
建
取
引
主
任
者
試
験

周
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

●
賦
鹸
目
　
0
0
月
1
5
日
㈲

●
会
場
　
　
福
岡
市

●
受
験
資
格
仙
南
等
学
校
卒
業
者

㈲
二
年
以
上
の
経
験
者

㈲
県
知
事
が
認
め
た
者

●
願
書
配
布

・
期
間
　
7
月
1
0
日
㈲
～
8
月
4
日
㈲

・
場
所
　
財
団
法
人
福
岡
県
建
築
住
宅

セ
ン
タ
ー
ほ
か

●
受
付
期
間
　
7
月
紬
日
脚
～
8
月
4
日
㈲

●
受
付
場
所

・
福
岡
ビ
ル
9
階
第
5
ホ
ー
ル

・
西
日
本
総
合
展
示
場

●
受
験
料
　
5
千
円

●
問
合
せ
先
　
財
団
法
人
県
建
築
住
宅

セ
ン
タ
ー8
0

9

2

（

7

8

1

）

5

1

6

9



忍摺口砂閏配
第7回遠賀町民体育大会

卓球競技大会　6月18日（日）広瀬小体育館

ソフト・ミニ・バレーボール　○

白色のゴムチューブ裂のポールでバレーボールをする。だ

れにでも蘭学に楽しめる競技です。ルールはバレーボール（

9人制）の規則を基本に、ポールが軽くて柔らかいので、誰

でも安全に楽しむ事ができます。

′競技規則
1　用　具

☆ポール　　円周810［～83関の白色ゴムチューブ裂。

☆ネット　　バドミントンネットを用い、高さは中央

部から1850［一一2M（金具で補強）。

2　コート

6MXgMの区画線で囲まれたものを標準として使用

サーバー

′競技方法
1チーム4名で、ます一方のプレイヤーがエンドライン

後方からポールを超えて相手側のコートに入れる。レシー

ブ側はコート内に入ったボールを3回で返す、相手側コー

ト内に返せないときは相手側に1点を与える。

サービスはローテーションによって行い1セットの勝

敗は、15点先取を勝ちとし、3セットマッチとする。2セ

ット先取した方のチームが勝ちとなる。守備位置は、サー

ビス権を得ることに右回りで1つずつローテーションする

ト初心者の報
男子　石村貴弘（新　町）
女子　浜崎昭江（東和苑）
ト小学生の部
男子　上野貴士〈浅　木）
女子　石田さやか（新町）
ト混合ダブルスの部
優勝
加藤　稔・浜崎節子

ト団体の蔀
優　勝　東和苑Aチーム
準優勝　浅木Aチーム

ト個人の醐
男子シングルス
加藤　稔（東和苑）

女子シングルス
岩本ナセ（浅　木）

（7） ー7月は「青少年を非行からまもる

圏
閉
園
園
園

池
田
　
幸
利
　
遠

山
畑
の
登
り
下
り
を
木
の
芽
風

小
　
野
　
多
恵
子

薫
風
や
湖
に
せ
り
出
す
外
廊
下

玉
　
野
　
信
　
彦

老
駕
や
朴
の
す
す
け
し
薬
鍾
噴
く

中
　
馬
　
千
代
女

運
休
は
地
揚
げ
も
休
み
風
薫
る

岩
　
萩
　
信
　
江

友
煎
る
る
高
校
新
の
バ
ス
の
り
げ

末
　
永
　
キ
、
、
、
枝

●
対
亀
　
小
1
～
6
年
生
の
初
心
者

●
指
導
　
水
巻
水
泳
ク
ラ
ブ

●
費
用
　
無
料

●
締
切
日
　
7
月
柳
日
㈱

※
申
込
書
は
、
各
小
学
校
に
て
配
付

●
申
込
み
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

＄

（

2

9

3

）

6

5

2

5

●
日
程

島
門
小
プ
ー
ル

7
月
認
日
㈹

浅
木
小
プ
ー
ル

7
月
幻
日
出

広
渡
小
プ
ー
ル

7
月
幻
日
出

7
月
柳
田
㈱

8
月
2
日
㈱

7
月
桝
田
㈱

8
月
3
日
㈱

7
月
怨
自
助

8
月
4
日
㈲

毎
年
恒
例
の
水
泳
教
室
を
今
年
も
町

内
各
小
学
校
で
行
な
い
ま
す
。

市
中
∴
轟
音
　
遥

ん
が
短
歌
会
謙
尊
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●　　　●　　　●　●　　　●

料　　持　　内縄　　目
参

金　　品　　容所　　持

無印母指新役　　7
料笹子導生揚13月
手　　児保時24
帳　　の健30　日
受　　扱室分（
領　　い　l　月
の　　方　15）
方　　、　時
は　　沐　　30
、　浴　　分

11＼　＋1しィ／ヽ　1　7I‘・lt・／　フ �　二、 ．．。．q 

はまうと場竪盟控蝶理甲骨ヾ 
如し　にでやが品食要が、っま　で出食以　oこ　す菌球食　○梅痘急　事 
熟　よし　す調大が中であ腸てた出す申前　　と毒な歯車　　雨状に 
し　う　’○理切汚毒す　り　炎　も　、し　善書に∴∴に素　ど、毒　　の　を嘔 �葺 � 
て　○生食器で梁　を　○ま　ピ、魚て素の発　　よ　がが腸　を　　6　起吐 

二言∴「∴∴∴∴「 
ま　出　よ　加て　は　に、　な着な　い　o　Lリ　レ　　起物や‘は　　発、な �：三 � 
すす　う　え　お、す　ま　　注す　ど　も　　’ヌ　ン　　C　を細病、　生蒸　ど 
か細に　ろ　く　泊　る　ず　　憲　る　に　の　　死　ス　コ　　し　食菌原　プ　　し　し　の 
ら　薗し　よ　こ　理　こ、　が揚よ　で　　者菌ン　　ま　べが大ド　　ま　看官 �を ふ 

食中毒予防の三原則　　講醤彊食違嵩黒蜜諷意 
①清潔②しん速③加熱　　〇号需給旨墓靖呈詰苦言 

医　の合時　っは　い蔵せ菌冷た　ま �せ ぐ に 
ヽ′　　　　　　　　　　師常は聞て’も　庫んが蔵　も　せ 

∴詑－　∴∴∴∴ 
ヾ．　姜’∴i∴㌫劉生諾講・留学慈善易 

よ∴さ　は　し度　っ　　飽　き　で　ま　合 
う　ず通いや　て　　れん　は　すは �は 
に　“い　は　症’　な　が　、　〇　、 
し　で　ま　き　状ま　　い、予だ摂 
ま∴さ　す　けがだ∴∴∴よ　汚防だ氏 
し　ろ　かや現伺　　う　れ　に　こ　5 
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総
合
檎
診
が

始
ま
り
ま
す

保
健
衛
生
係

●
き
津
・
遺
言

7
月
1
7
日
㈲
　
9
時
～
日
時

島
津
公
民
館

●
尾
崎
7
月
1
8
日
的
　
9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

尾
崎
公
民
館

●
舟
運
7
月
2
5
日
約
　
9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

鬼
津
公
民
館

●
別
府
・
千
代
丸

7
月
飾
日
㈱
　
9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

7
月
幻
日
㈱
　
9
時
～
n
時

別
府
公
民
館

●
若
松
7
月
3
1
日
㈲
　
9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

若
松
公
民
館

※
検
査
項
目
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
6
月
然
日
号
の
広
報
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

献
血
の
御
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

6
月
2
1
日
、
役
場
前

で
献
血
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
上
記
の

通
り
で
す
。
日
頃
、
自

覚
症
状
も
な
く
、
健
康

に
自
信
が
あ
っ
て
も
、

貧
血
の
人
は
多
い
も
の

です。

妊
婦
相
談
が
あ
り
ま
す

（
質
血
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
）

▼
鉄
分
の
補
給
を
十
分
に
。
レ
バ
ー
、

貝
類
、
ひ
じ
き
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど

▼
鉄
分
と
同
時
に
、
蛋
白
質
、
ビ
タ
ミ

ン
類
を
と
る
と
、
鉄
の
吸
収
が
良
く

な
り
ま
す
。

▼
胃
腸
を
丈
夫
に
。

こ
れ
か
ら
夏
パ
テ
に
注
慈
し
、
体
調

を
整
え
て
、
次
回
9
月
の
献
血
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。


